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■ 百貨店事業

○ 全店の概況

・ 免税売上高が、前年対比ﾍﾞｰｽでは中旬以降やや改善の兆しが見られたものの、月間としては高い前年実績
の反動が大きく、前年に対して約4割減と3月以降の苦戦が依然継続。それに伴い7月も、阪神梅田本店を除く
都心店の売上高は前年を下回る結果。一方、全店食品の売上は7月も安定的に推移し、郊外店の売上高合計
は前年実績を上回った。

・ 阪神梅田本店は、改装で導入したﾌｧｯｼｮﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞや大型専門店が順調に推移し、ﾌｧｯｼｮﾝとﾗｲﾌｽﾀﾙｶﾃｺﾞﾘｰの
売上高は前年の約2割増、店舗全体としても前年売上高に対し約1割増と好調が継続。5月にﾘﾓﾃﾞﾙした川西
阪急ｽｸｴｱも売上高前年対比が約1割増と好調。

・ お中元商戦についてはﾏｰｹｯﾄの縮小傾向の影響で、ﾋﾞｰﾙや飲料、そうめんといった夏の商材が苦戦。全体の
売上高は前年実績を下回る水準で推移。一方で、ｱｲｽﾃﾞｻﾞｰﾄを充実させたｹｰｷ宅配や、果物の素材を生かした
涼を感じる和洋菓子など、こだわりの商品が高伸。

○ 阪急本店の概況

・ 免税売上高が約4割減、加えて来春完成に向けた全館ﾘﾓﾃﾞﾙ改装による売場閉鎖影響も大きく店舗全体として

前年売上高を下回った。

・ 近畿地方では6月の梅雨明け以降猛暑が続く中、盛夏商材の需要が高まり、機能性とﾃﾞｻﾞｲﾝ性の高いﾊﾟﾗｿﾙ

や帽子が好調。また、化粧品では美容液が高い売上の伸びを見せた。婦人衣料では夏の長期化への対応と

して6月下旬から盛夏ｱｲﾃﾑの足し込みを国内ﾌﾞﾗﾝﾄﾞで強化。特に4階では、鮮度あるｲﾍﾞﾝﾄ実施も奏功し定価
商材が牽引、前年の売上高を上回った。

・ 人気催事「ﾊﾜｲﾌｪｱ」を2週間開催。全館改装に伴う展開面積の大幅縮小に対して、期間の前半と後半でほぼ

全ての出店ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを入れ替え、また現地からの実演者等も前年同等の人数を招聘し売場の鮮度維持を図った。

日本初登場など商品面の充実やﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽのｵﾝﾗｲﾝ配信も効果的で、買い回りやﾌｧﾝの複数回来店につながり

期間を通して連日多くのお客様で賑わいを見せた。結果、過去最高だった前年に迫る売上高となった。

※過去1年間の売上高推移 前年比（％）

■ 食品事業
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食品スーパー計 売上高前年比（％）

既存店 計 102.6
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※2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おりますが、月次の売上速報および営業概況につきましては、

当該基準等適用前の取扱高で開示しております。

ておりますが、

2025年 7月度 売上速報

＜本件に関するお問い合わせ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 メディアリレーション部 TEL：06-6367-3181

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


